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1 .はじめに

小 Jrr 

中国の盟家教育委員会と国家語言文字工作委員会は1984年の

潟法基本境期（試用瀦）》 （以下《正調法（試用議）》と路称）

88年 7月に《波港排音正問法基本規期》 （以下

たヱ〉。これにより中韻語の詳音表記について一応故るべき

えるが、しかし日本の中国語教育においては今のところこの

面的に取り入れられているとは言い難いれ。
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日本中国語検定協会《中間語の環》編集室編 f四訂・中国語検定試験への

』れでは中国語の排音表記について《1日司法（武用穣）》を踏まえつつ

も、 「84年規制によって急に変更するならば、徒らに受験者の閣に混乱を起

こすことにもなりかねないし、また協会が自ら拠った規則は不合理なもので

もなければ、誤っているというものでもなく、 84年規則よりも文法上の配慮

が十分に加えられており、日本人の中国語学習には好ましいものですらある。

そこで、協会は84年規制に修正を加え、改めてこれを正式なものとして使用

していくことにした。」と述べている 4）。問書では84年規則すなわち《正i司

法（試用稿）》を挙げた上で協会として使用していく修正案を明らかにして

いる 5）。中国の《正i司法（試用璃）》から《正i司法》への修正への詳しい経

緯については明らかではないが、結果的には《正司法》は協会の修正案によ

り近いものとなっている。しかし、ここ数年日本で陸続と発行される中国語

のテキストの掛者表記については大まかには暗黙の了解のようなものがある

もあり、それは臼本中国語検定協会の修正案に近いもののようであるが、

細かな点においてはテキストの執筆者によってまちまちであるというのが現

、福井大学の村上公一氏と共に中国語の入門・初級用テキスト

中国語 IJI IT' 12屈で学ぶ中国語IIJle) （以下 r中国語 III JIと

したが、評者表記については原則として《正i司法》に従うとい

う方針を煎った。しかし、実際に作成作業を始めてみると、様々な問題点に

ぶつかり、 《正i司法》で明確にされていない点をいくつか発見した 7）。本稿

では『中国語 III Jの作成において我々がぶつかった問題点と、それに対す

る我々の処理方法を遇して、中盟諸の排苦表記について考察するごとにする。

2.声調表示

r中国語 III JIの作成において我々がまずぶつかった問題点は声調表示で

あった。

《正i司法》では“一” “七” “入” “不”の声調表示について本来の声調

で表示することになってはいるが、 においては変調後の声調で示し

てもよいという説明が加えられている8九
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中国語を初めて “一”の変調規員せをしっかちと る(J)には7J).

ついては

ほど援雑ではないが、

だ“七”ついの

多いように思われる。

I IL!Jでは“一持の芦識に

”の変調規則は“一”の場合

で示した。た

には変調しないことも多いと考え、

にf壬せることにし

『中国語 I立Jの作成において我々が慎んだ声調表示の問題点は以上のよ

うな点で；まない。 《正i司法》に取り上げられている声認表示の

“七” “八” “不”の変調だけであるが、中国語教育においては

の“不是”や“走来”の“来”を軽声で表記するかどうかといった開題が生

る。ところが《正i司法》にはこれらについての規定がなく、若干の伊jが挙

げられているだけである。従って、軽声にするかどうかという問題について

は、我々はその数少ない例に基づいて判離するしかなかった。

開えば、 “｛ネ是不是中国人？”のように肯定と否定を組み合わせる疑問文

について自 されているテキストでは次のような 2通りが

見られる。

詩1shr bu shi Zhong話u6ren?

時1sh I bu sh i Zhonggu6ren? 

このような表記法は初学者への語音教育の授を考えて変調後の声調で示し

たものと考えられなくもない。 “是不景”における“不是”や“不”の部分

が軽芦北することも変韻の一種と考えるわけである。このような問題につい

て《正i司法》では

yTng bu yTnggai （庄不店法）

の l例を挙げる仙のみであるが、 “不庄i亥”の部分も本来の声調で示されて

いる。

｛正i司法（i式摺議）》では“好不好” “庄不痘i亥”を

hao-bl)h品。（好不評） yTng-buyTnggai （庄不庄波）

のように肯定と吾定の関にハイフンを用い、かっ否定の“不……”の部分を

ひとかたまりにして示している。 《正i司法》ではハイフンを取り去り、 3つ

の語を分かち書きしているわけであるが、声調に関しては本来の声調で示す
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ことにかわりはない。 《正i司法 (i式用構）》から《正調法》へのこのような

修正があるにもかかわらず、声調表示については変更がない以上、これを安

易に無視すべきではないと我々は考えた。従って r中国語 III Jでは“体是

不是中国人？”を

百1sh t' bu sh t' Zhongguるren?

と表記した。

“来不来” “忙不忙” “会不会”なども同様に

Hi bu Hi （来不来） mang bu mang （忙不忙）

hur bu hut' （会不会）

と表した。 “不”の声調については上で述べたように変調後の声調になって

いる。

また、 “体是中国人不是？” “地来日本不来？”のように否定の部分が文

に来る場合も

出lsh1 Zhδnggu6r初 bush 1? （祢是中国人不是？）

Ta lai R tben bu lai? （飽来日本不来？）

のように表記した。ただし、このような表記を用いた場合、教授者は学習者

に対して、肯定と否定を組み合わせた疑問文では否定の部分を軽く発音する

をしなければならない。

発行されているテキストには初学者の便を考慮したものが多いよう

に思われる。 r中国語 I立』でも初学者の便を考えてあえて《正i司法》に従

わなかった点、もある。

伊jえば、量詔“小”について、 《正i司法》では

liang ge ren （南小人）

などのように本来の声調で表記しているが、 “小”は実際には軽声で読まれ

ることが多く、また多用される量詞であるので、 『中国語 IH』では初学者

の便を考えて“ge”と軽声で表記した。

また、 “不知道”の“知道”のように本来“zhTdao”と発音する語が否定

詞“不”を伴うと“zhTd品。”と発音される語については変調後の声調で示し

た。

bu zhTd品。（不知道）

しかし『中国語 III .1lではこのような表示の仕方は最小限にとどめ、基本

的には《正i司法》を尊重する立場を取っている。
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は“s加shis加”のように“十”の部分

ものが多い。しかし《正i司法》では数詞について 1

例を挙げすべて

ようにそれに従った。

sansh1san （三十三）

その砲、 方向補語など、

べきかどうかといった問題があるが、それらについては分か

含めて以下で個別に克ていくことにする。

なお、声調表示の問題からははずれるが、 “迭” “那” “場”を“zhe"

るか“zhei” “nei” “前i”と表記するかについては

を用いた。 “i：設”については《正i司法》に挙げられ

ていないが， “shuf”ではなく、口 “shei”を採用した。

3. 

では、名詞とその後の方泣認は分かち書きすることになってい

る11)0

he l 1mian12) （河壁面） huoche shangmian （火卒上面）

これらのように方位認が 2音節の場合は日本で発行されている多くのテキ

ストでも分かち警きされているが、 “j可皇” “＊1ド上”のように方f立詞が 1

は

h毛li（河童） huるcheshang（火卒上）

のように前の名詞と続けて書き、かっ方位詞を軽声にしているものが多い o

f中国語 III.!!ではこのような場合も次のように分かち蓄きし、 “壁”につ

“上”については本来の声調で示した。方位訴の“上”は本

されることが多いと判断したためでもあるが、これは《iEi可

法》に従ったかたちにもなっている。

he li （河室） huるchesh主ng( 

4. 
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重ね型について、 《正i司法》では 1音節の重ね型は続けて書き、 2音節の

重ね型は分かち書きすることになっている 13）。このうち

renren （人人） dada （大大） g句会（ノト小）

など 1音節の名詞、形容詞、量詞の重ね型については、日本で発行されてい

るテキストでもほとんど《正i司法》に従ったかたちになっており、問題はな

また、 1音節の動認の重ね型

kankan （著者） shuoshuo （滋滋）

なども後の動請の部分を軽声で示すのが一般的になっており、これも《正i司

法》と同じかたちになっていて、この点でも大きな問題はない。

しかし“研究研究” “裳試裳域”など2音節の動詞の重ね型では日本で発

行されている多くのテキストが

yanjiuyanjiu （研究研究） changsh1changshi （裳武裳試）

としているのに対して、 《正i司法》では

yanji〔jyanjifi （研究研究） changsh I changsh 1 （裳拭裳試）

きし、かっ後の繰り返し部分を本来の声調で示している。 “研究

が“看看”と問じ文法形式であることを考えれば、日本で発行されて

いるテキストの詳音表記は文法形式を優先しており、 《正i司法》は表記とし

ての f見やすさjを優先していると言える。 『中国語 IH』では《正i司法》

を我々が放るべき新しい基準と考え、やはりこれに従った。また、 “研究研

究”などでは後の繰り返し部分が完全な軽声で発音されることは余りないだ

ろうとも考えた。ただし《正潟法》の表記を採用した場合、教授者は学督者

に自然な発音方法を指導することは必要であろう。

“雪白雪白” “通紅通妊”などの 2苦節の形容詞の重ね型については中級

レベルの学習事項に属するであろうと考え、 f中国語 1五』では取り上げな

かったが、これらの表記法もやはり《正i司法》に従って次のように表記すべ

きであろう。

XU益baiXU益bai（雪白雪白） tonghong tonghong （通妊通妊）

また、これも『中盟語 III .JJでは取り上げなかったが、 “来来往往” “清

清楚楚” “千千万万”などのいわゆる“AAおB”型の重ね型について《正

i司法》では“AA”と“BB”の間にハイフンを入れる。
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i主ilai四 W益ng蒋ゑng( 

qianqian『 wanwan( 

で発行されているテキストでは一般にハイフンを入れないが、これも

に従うべきであろうと考える。ただ、 砧 AA悼のうち後の品A悼

qTngqTng叩 chud時（

ついて《正措法》では にしているが、その能

の関で

と
。bnu 

v吟
品w

 

phv n
 

va w
 

－
を
ム

J
9日
目

、

立

て
）
は
し るようにし よ

と る

qiゑηqian由 wanwan( 

えられる。いずれにせよ、 れるこ

とを期待したい。

のような簡が挙げられていないのである。

了一者”の関があり、次のように

i出1lekan （蕃了看） kanle yT滋n( 

これに従えば“春一審押も“kanyT kan＂とすべきだと判新される。しか

これらが《正i司法｝から関除されたのか定かではない。

；まないと述べたが、

る。 《正iriJt去》にはこ

（法思議）》では“春了

会＂ kanyikan”

れているテキストに従っ

たが、 “kan y1 k立n”とすべきではなかったかという反省もある。

ア看押 “着了一審”については f中国語 I立Jで取り上げていないが、

日本で発行されているテキストでは《正調法｛試用議）》にある表記の他、

国nlekan kanle kan （着ア巷） 同叫eyikan（蕃了一巻）

など捺々である。これらについては中罷で伺らかの新しい発表があることを

期持したい。

5. ど

文法的には方向 1音節の方向補語、すなわち と、 2
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節の方向補語、すなわち捜合方向捕諮に分けられる。そしてその排音表記に

ついて臼本で発行されているテキストの多くではどちらの場合も次のように

前の動詞に続けて書き、方向補語の部分を軽声にしている。

zoulai （走来） zoujinlai （走遊来）

《正i司法》では、動詞と補語の両方ともが 1音節の場合は続けて書き、そ

うでない場合には分か きをするようになっている l.4）。

めul主i（走来） zou jinlai （走遊来）

《正i司法》がここで補語と言っているものには方向補語の能、結果補語も

含まれているが、これらについても同様に次のように示されている。

gaohuai （播部） zhengll hao （整理好）

日本で発行されているテキストの多くでは動詞と結果補諾の両方ともが 1

ではない場合も、次のように動詞と結果捕語を続けて審いている。

品。huai（播諒） zh的 gllhao（整理妻子） x1ganj1ηg （洗干浄）

のことから日本で発行されているテキストの詳音表記は文法構造を優先

し、 《正i司法》は f見やすさ jを援先していることが分かる。動詞と補語が

どちらも 2音節の場合は、 《正i司法》 iこ従って分かち書きした方が見やすい

とは言うまでもない。

yanjiu xiaqu （研究下去） yanjiu qTngchu （研究清楚）

ただ、方向補語の表記法について、 ｛まi司法》には若干の疑問点がある。

に挙げら打ているのは“走来”の 1伊jだ

なっていない点である。方向補語は一般に軽く

発脅される。 ｛正i等法》でも“走遊来”の“遊来”は軽声で示されている。

《正i司法》で“走来”の“来”を本来の声調で示している理由についてはよ

く分からないが、 『中 I II JIでは分か きについては《正i司法》にな

らい、方向補語の声調については 1音節の場合も 2音節の場合も軽声で示し

た。伊！えば次のようにである。

めulai（走来） 訪問u（走去）

pao shanglai （範上来） na huiqu （牟田去）

“整理好” “洗干浄” “研究清楚”のように f動詞十結果補語jで3音節

以上になるものについては、 f中国語 1II Jlでは取り上げなかったが、これ

も「晃やすさ jを鐙先する《正i司法》に依るべきであろう。
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6. と分かち欝き

ることが原則となってお

しかし、中国語ではこ

6. 1. f何丹 j f荷臼j f何曜日J

r中国語 III』の作成でまず最初にぶつかっ

は、中国語の入門・拐殺用テキストならば比較的平い

のような例文においてであった。

A ：今夫九月九号？

B：五月十八号。

A ：今夫星類凡？

B：星期三。

上の対話において、単語の認定で問題になるのは“九月刊

凡”の部分である。すなわちこれらを 1語と考えるか、 2

う開題である。

“五月” “星期三時などの月の名弥、曜日の名称は 1語であると考えるの

が自然であるように思われる。日本語の「五月 j f水曜日 j なども lつ

しているように思われる。 f中国語 III Jでは丹の名称、曜日

あると見なした。しかし、 “十A号押など自

までと数が多く、また全部で

がそれぞれ 1つの独立した擁念

詩1 6）が加わったものとして、 2語と

“凡押を含んだ“凡丹野 “暴鶏凡持についても、

と見なしたこととの整合性から 1

九” “九十”の詳音表記を“shfjγ “j 'ish，.’としている 17）こともそ

に混乱を引き起こさないためという

“九号”についてはもちろん 2語と晃なした。 f中思議 III JIでは上に

た対話を次のように詳者表記した。

一万一



A : JTntiお1jTyue jT h品。？

召： Wuyu会shrbahao. 

A : JTntian xTn問 TjT? 

B : XTngqTsan. 

《正i司法 (i式用槙）》には丹の名称、曜日の名称の表記法はある 18）が、

“凡月” “星期凡”などの例は挙げられていない。また、 《正i司法》ではこ

れらの表記J去がすべて前除されている。中国で今後何らかの発表があること

を期待したい。

6. 2. 離合詞

《正渇法》では、動認と賓諾は

kan X In （着信） chT y(J （吃負） k品iwanxiao （汗玩笑）

のように分かち書きすることになっている 19）が、次のような「動詞＋賓語j

の、いわゆる離合詞は 1語又は 1つのまとまった概念を表す語として、

を次のように示している 20）。

qianmrng （筆名） zhongtian （粋田） k丞ihu1（弄会）

『中国語 IH』で挙げた次のような語は一般に誰もが「動詞＋賓語J構造

認めるもので問題はなかろう。

dazhen （打計） sanbu （散歩） jiehOn （結婚）

shengq, （生汽） hu紛 Tng（清涼） fash初（友続）

r中国語 IE』では次のような語も「動詞÷賓語J構造の離合詞と判断し

て分かち書きしなかった。

jian訟を 0井深） shぬ抗告（上諜） xiake （下深）

kanb1ng （看病） shuるhu主（滋活） zoulu （走路）

上に挙げた語は 2語であると考える人も多いと思われるが、我々はこれら

の語が《現代波法調典》窓口に収録されているごとを単語としての認定基準

とした。

《正i司法》を押し広めるために作られたとされる《技活排膏i司王》 22）に

は次のような「動詞十賓語j構造も 1語として収録されている。

hurjiゑ （回家） chTfan （吃仮） zuofan （散飯）

ヴ，

o
a
J
J
 



chouy如｛抽揺） xTyお （駿摺） j1xi'n 

xi灯台 （下関） xiね泌（下雪） guafeng （自民）

kanb品。 （着援） xf liお（洗殺） chuhan （出汗）

これらのうち“吃援”は《現代浅沼清興》に収録されてはいるが、それは

を立てるJの意味としてであり、 「食事をするj又は「米

としてではない。しかし、 「食事をするj という

も、 1つの穣念を表すと考えて 1語と晃なすことも可能であ

るように思われる。 f現代中間語辞典jJ23）では“吃綴”を「食事をするJ

「生計を立てるJという意味で 1語として収録し、更に f米の飯を食べるj

という意味で「連語j としても収録している。関辞典の f連語j としての排

は

ch T fan （吃競）

のように分かち書きされている。

また、 “間家”は《現代i又活潟典》には収録されていないが、 f現代中盟

諸辞典』では「婦宅するj f帰省するjの意味で l語として収録されている。

その砲のものは《現代i又活関典》には収録されていないが、 “｛設援” “描

摺” “吸摺” “寄f言” “下関” “下雪” “洗絵” “出汗”は、 r現代中国語

辞典3では「連語j として収録されている。詳者表記はもちろん分かち叢き

になっている。

これらが「連語jとして辞典に収録されているということは、これらにお

ける動詞と賓語の関係の緊密さを示すものであろう。また“畷摺室”

人” “洗粒金”などでは

xTyansh 1 （吸矯室） j1x1nren （寄信人） xflianpen （洗総盆）

のように排音表記せざるをえないことからも、 “吸摺” “寄f言” “洗絵”な

どが 1語としての性質を持っていることも分かるが、筆者としては《技法詳

音謂j仁》に挙げられている上のような例をすべて 1語と考えることにはやは

り抵抗を感じる。

『中国語 I立』では日本で発行されている中国語静典24）も参考にして、

これらのうち“間家” “吃競”を 1語として取り上げた。
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6. 3.補語

方向補語と結果補語の排者表記については既に 5で見た。ここでは主に状

態補語と可能補語の詳音表記について見ていく。

《正i司法》では構造助詞“得”とその他の語以分かち書きすることになっ

ている回九

dおゑode ganj1ng （打招得干浄） xi差点 buhお（写得不好）

上の 2例は一般に状態様語と呼ばれるものである。次の 2例は状態補語と

呼ばない人もあろうが、形式としては状態補語と同じように“得”を伴って

いる。 《正i司法》ではやはり次のように分かち書きされている。

hong de hen （紅得援） leng de f孟d仇（冷得友持）

しかし、日本で発行されているテキストの多くではこのような場合、次の

ように“得”とその前の動詞や形容詞を続けて表記している。そしてこのよ

うな表記法は《正i司法（試用議）》で採用されていたものでもある。

dゑsaodeganjrng ( 

つまり｛正i司法》では“得”

あるが、 f中

きすることになっている。

納治 shu（我的名） mai 

h6ngde hen （紅得復）

きするように修正されているわけ

に従う以上、このような諺正点は無

では“得”の抱に、 “的” “地”

lu6bo de （実青菜夢ト的）

Tanbai de gaosu nT ba. （垣白地告訴休日巴。）

“出j” “地”については、日本で発行されているテキストでも分かち書き

しているものが多い。 “得”についても《正調法》に従って分かち書きした

方が表記としてすっきりするようにも思われるの

“得”を用いる補語としては状態補語の他に可能補語がある。上に挙げた

“打担得子浄”には「きれいに掃除しであるj という意味の状態補語の場合

と「きれいに掃除できるJという意味の可能補語の場合がある。 《正i司法》

の排音表記には可能補語の場合も含まれているのであろうか。

臼本で発行されているテキストでは、可能捕諾は次のようにひとかたまり

にして表記し、 “不”を軽声にしているものが多い。

ぬsaodeg加 Jrng （打担得子浄） dasaobug加 jrng （打指不干浄）

《正i司法》に従えばこれらも次のように詳苦表記するものと思われる。
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dゑsゑobu ganjing ( 

”は分か

ったものである。しかし、この場合の

と全く向じになる。

ているようであるから、

れない。もともと

と

できないのである。

ところで、 “対不慈” も文法的には

るが、 《正i司法》でiまこの 2つを、

chTdexiお（吃鐸請）

として次のように

dui'buqr ( 

確かにこれらは

などの原義を離れて iつのまとまった

な開も向様で、多くの辞典に 1語とし

laidej1 （来持及） 1主ibuj1

”も含めて“対” “起” “吃” “清”

を表していると言える。次のよう

kandeqT （蕃得慈）

を表し

称不起

また、次のような可能補語を含んだ表現は 1つのまとまった機念を表して

く、それぞれの動詩や形容詞が明ちかに原義を保っている。

写 得妻子写不好骸得完 散 不 完

に捉えばこれらは次のように詳畜表記するものと考えられる o

kむ1de dong （蕃拝趨） kan bu 邸時（看不謹）

xiるdehao （宥得妻子） xi長 bllh品。 (Ej不好）

しかし、

ような 2通り

を説明する部分で次の

に混乱を引き起こすことが予

一万一



想、される。

du 1buq 1 （対不通） laidej i （来得及）

kan de dるng（著得憧） xi益 buhao （写不好）

また、 “吃得来” “英不起”などでは分かち書きするかどうか判断するだ

けの材料がない。

《現代j又器調典》では次のように可能補語を含んだ表現の“得” “不”を

すべて分かち書きしている 28）。

chT de xiao （吃得消） chT bu xiao （吃不消）

1主ide j i （来得及） lai bu j1 （来不及）

kan de q1 （者得恕） kan bu q1 （看不義）

《現代i又活潟典》のこの表記法には文法的な一貫性がある。しかし、 《正

i司法》に“du1buq 1 （対不超）” “chTdexiao （吃得消）”の 2例が挙げられ

ている以上、それを無視して新たに《現代波活調典》の表記法を採用すべき

ではないだろう。結局、 『中国語 III』では可能補語はすべて続けて書き、

’は軽声で示した。

tTngdedong （研得樺） tTngbudるng（所不嘩）

chTdeli品。 （吃得了） chTbuli加 （吃不了）

duideq1 （対得起） du1buq1 （対不起）

このような表記法は日本で発行されているテキストの多くが採用している

ものと同じである。可能補語の掛音表記について《正済法》に明確な記述が

ないためにこのような方法を取らざるをえなかったが、中国での今後の何ら

かの発表を待ちたい。

最後に“忙扱ア” “餓死了間 “好多了”の“核ア” “死了” “多了”など

程度補語と呼ばれるものについて簡単に見ていく。

日本で発行されている中盟諸辞典では“扱了”を 1語として収録している

ものが多い。従って排音表記も当然次のようになっている。

柏 崎 jile（忙扱了）

しかし、 《現代i又i著i司典》や《i叉i雲排音i耳i仁》には“扱了”は収録されて

いなし、。筆者は

は結果播語と詞じであると考えている。 『中国語 IE』では“扱了”を 2語

と考え、結果補語と同様に次のように採音表記した。 “了”は文末の“了”

として分かち書きした。
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rnangj1 le （忙緩了）

“犠死了” “野多ア”も間接である。

きstle （穣死了） haod凶 le（妻子多了）

ただし、 “根” “死持 “多”の前の語が 2音節の場合には分かち蕃きした

が、これは《正i司法》に詑って「見やすさj を擾先したものであるな9）。

gaox1ng j1 le （高呉緩了） はoyanSI le （吋庚死了）

的fanduo le （蘇煩多了）

6. 4.その抱

ここでは分かち についてのこまごまとした問題点をいくつ

か見ていく。

“住在大版”などにおける“在”は、日 発行されているテキストでは

“zhuzai＂又は“之 huzai”のように前の動詞と続けて表記されているものが

多いが、 f中国語 I立』では次のように分かち書きした。

zhu zai Dab初（住在大駁） chiisheng z立iZhongguo （出生在中間）

動詩の後に驚かれる“在”については《正調法》に挙げられていないが、

《正調法》が介認とその抱の語を分かち書きにするとしている 30）点、及び

《正i司法》に挙げられている次例における“子”が“在”に置き換え可能で

ある点を根拠とした。

sheng yu 1940 ni知（生子1940年）

“送給体”などにおける“絵”は、自

では“songgei”のように前の動詞と続けて、ま

『中国語 III JIでは分かち書きし、本来の声調

されているが、

協 songg語in'f y1 jian llwu. （我送結体一件礼物。）

Qfog b益出金 benshii di g話ita. O藷把迭卒者選結強。）

これらの“鎗”が介詞か動詞かという議論はここでは取り上げないが、介

詞だとすれば「動詞十介詔Jとしてよの“生子持と同様に処理できる。また、

動詞だとしても“送絵” “遊絵”で 2つの動詞が並んだものとして一応嬉理

できるように思われる。ただ、文法的には“送絵” “通銭円で 1つの動詞と

考えることも不可能ではないようで、実際に《渓渚詳膏i詩j仁》や r現代中国
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語辞典Jでは“送鎗” “選絵” “友重合” “交拾” “i上給”などが 1語として

収録されている。しかし“動詞十絵”の例は“待鎗” “分絵” “述給” “措

絵” “寄絵” “実絵” “献姶” “贈鎗”などのように数が多く、 l語として

扱うのに適当でないものもあるようである。 “主合”は分かち書きするという、

『中国語 1II』で採用した方法が一応無難であると思われる。

次は“没有”についてである。 “没有”には動詞としての用法と副詞とし

ての用法があるが、説詞としての排音表記は、日本で発行されている多くの

テキストが次のように示している。

meiyou （没有）

動詞としての排者表記は次のように様々である。

肘 iyou meiy6u mei you （没有）

有明を 2語と考える

’の前に否定詞“没”が蜜かれたもので、

である。

｛現杭技法i司典》には 1 として 有”が収録されている。これ

、我々は“前iyou”という 2語としての表記は採用しないことに

で、 “meiyou”にするか“前iyou”にするかであるが、 《現代j又i吾

は動詞の場合も副詞の場合も＂mei•you”と表記している。問書の

には“有”を軽声で読むが、第 3声で読む

でやや疑わしい点が若干ある。

は《正i司法》では“llmian”となっている 31）が、 《現代i文

湾問典》や《i又活排音i奇i仁》では“llmian”となっている。そのような例は

他にも次のようなものがある。

《正i司法》 《現代技法潟典》

天上 ti品nshang tianshang 

前蕗 qianmian qianmian 

奈連 dongbi加 dongbian 

『中国語 III Jでは単語自体の排音表記は《現代i又培潟典》に従うことに

した。そして“前i•y句”のような例は“meiyou”のように“有”の部分を

本来の声調で示すことにした。学習者が漢字本来の声調を知ることは重要だ

と考えたからでもある。同様に、第 2音節を軽声で読むことも多い“夫人”

“説会円 “国方” “悪意”なども次のようにすべての音節を本来の声調で示
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したo

furen ( 

これらの語の第2

キストとして

yuany 1 ( 

もあるだろうが、テ

に委ねればいいだろ
w

つ

7.おわりに

以上、中国語の排音表記について、 宮中国語 III JIの作成において我々が

採用した方法と、その採舟理由について克てきた。本稿の最初に述べたが、

『中国語 III JIの採音表記は原却として《正持法》

中

いう点から克れば、臼本で発行されているテキスト

に対するより適切な配慮がなされているかもしれない。しかし、

表記に関するこのような規出ができた以上、日本での中

この規期が用いられるべきではないかという考えに基づいて、

I II JIを作成した。ただ、 《正i毒法》に従いながらも

多くの問題点、が出てくるのは、中間語という lつの言語を、

である漢字ではなく、全く

だろう。中国語を漢字で表記する場合には、領jえて言え

1マスに 1つずつ漢字を埋めていくような作業ですむが、ロー

るためには何らかの規期に従って分かち書きしなければならないからである。

また《正i司法》に挙げ与れている例は諾又は語句のものが多く、

伊jはあまり多くない。 《正i詩法》

ば、本議で扱った問題点のいくつかは

f中国語 1IL!Jで我々が採用し

いるわけではないし、不明な点もまだ多く

I II』で採用した方法と
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本縞の締めくくりとしたい。

曹byou zai jiゑbansh立ngyujian ta le, 11 zai chuanbi孟n, shenzi 

我 又 在 甲 板 上 i遺児地ア，立在 賠泡， 身子

kaozhe tiる1立ngan33), wangzhe na hai. 

鉄柱粁， 部海。

Women yljing you san tian buceng kanjian ludt' le. Zai wるmende 

我有］己経有三夫不曽替児賠地了。在我ff] 的

zhouwei zhl yるulanse de shut, wubian-wuj1 de, shenzh, zai tianbian 

周囲 只有藍色的水， 光造元際的， 在 天迫

y長buc毛ngluchu y1di託nrshゑnyTnglai. Ludr shang de yfqie duryu WO 

也不曽露出一点、jし 山影来。路地上的一坊対子我

yfjing chengle gu台qude menghen. Lans色dehaishul zai WO de yむ1qian

己経 γ 的雰痕。 藍色的海水在我 的眼前

zhゑnkai. H孟ishutYI tian bianhuan yf ci' yanse, c6ng mf ngliang de 

議 水一天 変換一次顔色， ≫.. 明亮 的

lanse biandao sh吾nheise, zhe gaosu women : ye lai le. 

主主告訴我ff]：褒来了。

Du1yu 2主ihaishang de wるmen,ye h毛rlshr meiyるuduo da fenbie 

子荘 海上的 我 官 ］ ， 夜 和 日是 没有多大分 別

de, chule hai he tian g品ibianyanse wai. Zai yeli, kongq I suTran 

的，捻了海和夫改変顔色外。在夜里 ，空汽最然

bljiao liお1gshuang, dansh, duo zai cゑngli yTjiu hきnrき. Erqi益WO

比較 i京爽， 但是鏡在能里依！ 日復 熱。両 旦我

de X f nli ranshaozhe y I zhong 主義w立ng, suoyT WO bu nenggou zゑoshur34).

的心 里 棟続着 紳 所以我不能移 早峰。

Ta srhu y語 sh,zheyang. 習by1jing zhey主ngde yujianguo ta san Cl le. 

地 似乎也是 逮祥。 我 法祥地遇見辻地三次了。

Zhe y1 wきnbl qi主nliang d g会ngchi . Shu lshるumeny益yfjing

逮一晩比前商次吏返。 水手前 也己経

shut' le. Chule chuan yaodong、fengchuT weigan de xi釘1gsheng, zai 

睡了。除了船 揺功、 日l 吹掠粁的 日肉声， 再
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meiyるubiede shengyTn. B言， buneng shuo meiyou biede shengyTn, yTn-

没春 期的 不，不能滋没有射的 国

wei h品ishuThゑiz立ichuan dlxia sTyu，るu’るrh主iyるuji益obusheng

方 海 水 述 能底下私＊・鵠匁述有 溜歩声

qTngqTng de c6ng cang li song chulai. 

地 }A 総塁送出来。

T品bushuohua, wるy長bushuohua. T丞 k主ozhelangan kむ1h主i, wる

地 不 治 活 ， 我 也 不 i党活。 婚 桂粁蕃海，我

zh立。 zaijiゑbanshang wang xTngxing, bujTn w主ngxTngxing, hai kan 

詰 申綬上 翠翠， 不｛支 星翠， 述

七品， kan ta de t6ufa. 

姥 ， 着 地 的 夫 友 。

自主iqTh吾ide xi主ren, qThei de lian b主imoyるbei tゑ yanmo le. 官b

海 漆黒 得町 人， 漆黒得遠白沫也被 七滝没了 。裁

c6ng ti孟nkongbゑyanjingYI xialai de shfhou, WO zhT kanjian yfpian 

}A 天空把限騎移下来的肘候， 我只春 見 一片

heisさ. T品deyTfu h毛haishu1sht t6ngy主ngde yanse. Zh1yるuzai t6u 

黒 色。始的衣緩和議水是 同祥的顔色。 只 苔在失

shang shanyaozhe jTnhu主ngset6ufa, sh1 wo j1qile xTnggu品ng. 曹byou 

上 内藤着 金黄色 夫友， i吏我 i己起了 星光。 我 又

taiqi t6u qu wang xTngxing. (Ba JTn 《HaiDe議会ng》） 

拾 経 夫 去 望 星星。 （思金《海的習 》）

注 l) 《活文建設》 1988. 4。

2 ）護者の手もとにある中国語テキストの中で、その前言などで排膏表記

を《正i司法》に依ったと明記しているものとしては rポイント

中国語初級（上） JI F同（下） JI （大石智良・凌志律・曽士才・千野

明日香・鈴木塘著、東方審j否、 1993）がある。また、排音表記を《正

i司法（試用議）》に依ったと明記しているものとして r経済中国語J

（西村明・岩佐畠暗編、自帝社、 1987)がある。 3 ）光生館、 199L

4) 49頁。
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5）ただ、日本中国語検定協会『中国語の環JI1989・3第7号 n又活排音

正i司法基本規期jには「協会は84年 r試舟編』に若干の修正を加えた

ものによって、試験問題を作成、また協会関係の出版物などにも痩用

してきた。 88年公布の規期とのちがいについては現在換討中であり、

まだ全面的にこの規射によるべきかどうか最終決定をしていない。し

かし、協会としては今回発表の規期を無視するとともできないので、

検討の結果は適当な方法で受験者に潟知するつもりである。 j とある。

6）自帝社、 1994。

7) F日本どジネス中国語学会会報』第3号 fi又活排審の正謁法についてJ

の中で伊井健一郎氏は《正潟法》について、 f中級上級用講読テキス

トFさらば、瀬戸内海！ JIの『ピンイン版』作成の際には、実際に書

写する段階で多くの疑問と戸惑いを覚えた。 j と述べておられる。な

お、 rさらば、瀬戸内海 iJは欝友梅著、伊井鑓一部・董静如編、自

帝社、 1993。

8) ｛正i司法》 10。

9) 《正i司法》 6. lo 

10) ｛正調法》 5。

11) ｛正i司法》 1. 2 0 

12) 科塁面”について《正i司法》ではつlmian”としているが、 F中層語

I豆』では“llmian”とした。本議6. 4参照。

13) ｛正i司法》 0. 4。

14) 《jEi司法》 2. 3。なお、 “走来悼の併は《正i司法》 o.2に挙げら

れている。

15) 《正i司法》 o. 1。

16) “号”を名詞ではなく、量詞と考える人もいるであろうが、

えるならば“十八号”などは《正調法》 5. 4により分か

ることになる。

17) 《正潟法》 5. 4。

と考

18）ただ、 “一月 YTyue" “三月 Sanyue＂などのように 1番留の文字を

大文字で表記することになっており、受げ入れ難い。なお、 “一日”

については“yTd”と分かち書きされている。

19) 《正視法》 2. 2。
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20) 

21）中国社会科学院活吉研究所関輿鏡韓室錦、商努印有器、 19840

22) 《浸透掛音潟j［》繍苓怒、活文出援社、 1989年重鎗本、 19910

23）番坂j額一編著、光生舘、 1990第12刷。

24) F現代中国語辞典』の地、上野恵奇著 F擦準中国語辞典3 （白帝社、

1991）。

25) 6. 4。

26) 《正i等法》 6. L 

27) 《正i司法》 0. 2 0 

28）実際には“chI ・dexiao”のように軽声を表す記号“・”が加えられ

ているが、ここでは省略した。また、 “対不題”は“du1 ・ bu q：”の

ように“不”が分かち書きされていないが、地の伊jから推測して、こ

れは誤撞であると判断される。正しくは“du1 ・ bu U”であろう。

29) 《正i司法》 2. 3。また、本稿5参照。

30) 《正i可法》 6. 2。

31) 《庄司法》 1. 2。なお、その後の“天上”は《正i司法》 1. 2に、

“前面目 “京i金持は《正i司法》 6. 2に挙げられている。

32）包金《j義的勢》 （《巴金中篇小説逸》、四JII人民出販社、 1980）の習

33) "ti語iゑn芸品よ ち蕃きずべきかもしれない。ただ拐jえば“在住

34) 

であれば“石”はー殺に誌単独で用いられないので“shll知gan”

きであろうと考えられる。また、 “静柱粁”は r現代中国

に“qiaol知gぉ”として収録されている。これらに散ってこ

も1語として扱った。 （なお『現代中国語辞典Jの

には 1語として収録されているが、 “zao shur” 

きすべきかもしれない。
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